
新たな視点を踏まえて新計画で検討するべき課題・項⽬（テーマ）

１ 今後の需要予測

表１ 主な開発予定（年度は完成予定）

図１ 将来人口推計

３ 古紙の資源化 ① 家庭ごみ：地域集団回収の担い手の変化・不足への対応，「雑がみ」
の認知度の向上

② 事業系ごみ：「雑がみ」の認知度の向上，保管スペースの確保，分別
しやすい仕組みの導入

４ プラスチックごみ対策 ① 家庭ごみ：実践行動につながる啓発，分別周知の徹底，多様なリサイ
クルルートの検討

② 事業者：代替素材の活用
③ 社会全体：流出防止のため，広域的な取組推進，市民，事業者と連携
した施策

５ ⾷品ロス削減対策 ① 家庭ごみ：発生抑制の推進(啓発，フードドライブ等），ダンボールコ
ンポストなどの普及促進

② 事業者：業種別対策，フードバンクの活用強化，食品廃棄物資源化
ルートの構築

課題・視点を踏まえた施策の⽅向性
について「第2回作業部会」にて協議

２ 広報・啓発による市⺠の
⾏動変容

６ SDGs・脱炭素の視点

７ ⼤規模災害時の廃棄物
処理の視点

８ 特に議論する視点

９ 新計画のテーマ・⽅向性

課題・視点を踏まえた施策の⽅向性
について「第1回作業部会」にて協議

「災害廃棄物処理計画」との関連性の整理

高齢者施策（ふれあい収集)，ごみ袋の小袋化，「リフューズ」の推進

項 ⽬ 主な課題

・今後も福岡市の人口は増加し，2035年
の167.7万人をピークに，以後，人口は
減少へ転じる見通し
・天神ビックバンや博多コネクティッド，
九州大学跡地整備等，開発が予定されて
いる。

検討の進め⽅

今後も，「元気が持続するまち」として都市の
成⻑が⾒込まれる

具体的な施策に反映

各施策との関連性の整理

計画への反映方法について随時検討

計画素案作成に向けて需要予測の⽅法につ
いて検討を進める

・施策の方向性の検討を進める中で，「テーマ・方向性」についても議論
を進め，「計画素案」までに決定

「作業部会での検討項⽬（設置要綱より）」 ・第４次福岡市一般廃棄物処理基本計画の検証及び課題の抽出・整理に関すること
・ごみ処理量の将来予測に関すること
・第５次福岡市一般廃棄物処理基本計画素案及び原案の作成に関すること

2021年度
○天神ビジネスセンター(仮称)
○博多駅新ビル
○ららぽーと開業

2022年度 ○⼤名⼩学校跡地

2023年度
○福岡ビル
○天神コア
○天神ビブレ

2024年度

○天神⻄通りビジネスセンター
○住友⽣命福岡ビル
○ヒューリック福岡ビル
○イムズ
○メディアモール天神

資料３

新たな視点

・今後も続く⼈⼝増,事業所増
・交流⼈⼝の増加

・ライフスタイルの変化
・多様な主体の増加
・リデュース,リフューズの推進

・ライフスタイルの変化
・多様な主体の増加

・プラスチック資源循環戦略

・⾷品ロスの削減の推進
に関する法律

・SDGsの推進
・パリ協定に基づく成⻑戦略

・⼤規模災害時の廃棄物処理

・多様な主体の増加
・リデュース,リフューズの推進
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点


